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今から約10余年前の1960年代において，世界
の各国に先がけて，米国では，それまでに行な
われていた地学教育を全面的に再検討し，いわ
ゆるspacescienceageに適合した，新時代のあ
るべき地学教育の姿を浮き彫りにすぺ<，関係
せる地学の研究者と教育者とが一致して努力を
始めた。その結果，curriculumの重要な改革
projectが，ＥＳＣＢＴＳＭとして発表された。
このようなcurriculumの改革は，他国での地
学教育の検討を惹起し，1960年代後半から1970
年代始めにかげて,世界各国で地学curricUlum
の新改革が発表された。
以上のような地学教育の改革projectに沿っ
て，1972年夏，CanadaのMontoreal市におい
て開催された第24回国際地質学連合会議を機
に，始めて，geOlogicaleducationに関する研
究報告がSectionl7において行なわれた。こ
のsymposiumでは,主として２つのsubgroup
l：Earthscienceeducationofthepre-
universitylevel
I：OtheraspectsofEarthScienceedu‐
cation
にわかれて論文が報告された。すなわち，
Subgroupl：EarthScienceEducation
atthePre-UniversityLevel
①GeologicalEducationToday：Multiple
A1ternativestoReplaceLinearityand
Coercion…………Ｐ・FENNER（Co11egeof
＊contributionfromthelnstituteofEarthScience，FacultyofEducation，Kanazawa
University，ＮｅｗＮｏ．３８；昭和49年４月30日受理
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..……･……J・INAMoRI（TokyoGakugei
University,Tokyo,Japan）
⑨’1℃achingGeologyintheSecondary
SchoolsinCanada……ＮＰＡＹＮＥ（North
ParkCollegiate，Ontario，Canada）
⑩G6ologieetHydrog61ogiedansL6nsei‐
gnementdesGymnasesallemands………
ESOBoTHA（Hydrog6ologueWO1fspfad，
Frankenberg,ERGermany）
⑪AnAssessmentoftheUnderstandingｏｆ
CertamPhysicalGeologyConceptsatthe
Pre-UniversityLevelintheU．Ｋ・………
Ｐ.Ａ・WILSON（DeparLofGeograPhyand
Geology，BoroughRoadCollegeofEducat‐
ｉon,Middlesex,Ｕ､Ｋ､）
⑫DepositionalSystemsandthePre-Univ‐
ersityEarthScienceCourse………Ｋ、Ｇ・
TOHNSON（DeparLofGeolOgy，Skidmore
College，Saratoga，springs，ＮＹ.，ｕｓ．
Ａ､）
⑬GeologicalMuseumasaPartofEarth
ScienceEducation………ＬＳ・STEvENsON
（RedparhMuseum，McGillUniversity，
Quebec，Canada）
ｎＨＯＭＭＥＲＩＬ（LaboratoiredeG6ologie，
Facult6deSciencesdeRouen,France）
⑤PreparationofNontechnicalGuidebooks
fOrConductingGeO1ogicalFieldTrips..…．
Ｋ・Ｓ、JOHNSON（OklahomaGeological
Survey，UniversityofOklahoma，NOrman，
ｕｓ.Ａ､）
⑥ACurriculumofCurrentGeolOgic
Problems………ＢＢＡＬＤｗＩＮ（Middlebury
College，Middlebury，Vermont,ＵＳＡ.）
⑦EnseignementdeG6ologieparT．Ｗ・
Goethedanslespremi6resd6cennieｓｄｕ
ｌ８‘Si6cle………Ｈ・HOLDER（Gievenbeck，
Besselweg,ERGermany）
これらの論文を国別に承ると，英国２，カナ
ダ３，ソ連邦１，米国５，チェッコスロバキア
１，日本１，および豪州１である。
なお，このsymposiumのconvenersは
LouiseSSTEVENSON（RedpathMuseum，
McGillUniv.，Montr6al，Canada）とTOhn
EARMsTRoNG（GeoLSurveyofCanada，
Ontario，Canada）の２人である。
従来，米国，西ドイツといったような，いわ
ゆる吾国と文化的交流の密接な国戈の地学教育
に関しては，比較的良く理解されていたが，そ
れ以外の国々については，地学教育そのものは
勿論のこと，理科教育そのものに関しても充分
なinformationがなかった。
筆者は，第24回国際地質学連合会議で報告さ
れた各国の論文やその他，筆者の手許にある諸
情報をよりどころにして，世界の主要国でなさ
れている初等～中等教育課程の地学教育での問
題点を見出し，吾国のそれとの比較検討を，こ
の論文で行なって糸たし､。
SubgroupIptherAspectsofEarth
ScienceEducation
①TraminginGeologyintheUS.Ｓ､Ｒ・…
……Ｇ・Ｐ・GoRsHKov，Ｖ・ＬＳＬＡｖＩＮａｎｄ
ＢＥＢＡＨｚＥＮＯｖ（StateUniversity，ＭＯＳ‐
Ｃｏｗ,Ｕ・ＳＳ．Ｒ）
②EarthScienceTeachingattheBritish
OpenUniversity………Ｒ，ＯＬ．ＷＩＬｓｏＮ
（DeparLofEarthScience,theOpenUniv‐
ersity,Buchinghamshire,ＵＫ.）
③InquirylostructionintheEarthScieoces
attheIUOdergraduateLevel………J・R
COASSH（CalifOrniaStateCollege,Bakers‐
ield,Calｉｆ，ＵＳＡ.）
④EnseignementpratiguedelacartograPhie
aux6tudiants，parlesm6thodesacties……
１米国における地学教育の現状
米国における地学教育は，1950年～1960年代
の教育内容の改革を契機として，著しく進展し
た。それ迄は，多くの学習者は，高校や大学に
入学する頃，地学を学ぶ興味をなくしてしまっ
ていたのが当時の実状であった。このような状
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況になった理由としては２ｕ）教師に問題があ
る，（２）curricUlumに問題がある，の２つのこ
とを先ずあげられる。
（]L)の教師については，教師自身が小学校～高
校時代に，問題の地学教育を履習してきたか，
最悪の場合には，地学教育を全く勉強しないで
きている。理科の教師になる必要上，大学で初
めて地学を履習している。したがって，教師自
身が，地学の学問的内容を充分に理解できず，
その単元の内容に関する，いわゆる教材研究を
充分なさぬままに，教段に立つことが多かっ
た。こういう状況は，何も米国だけのことでは
なく，日本においても現存している。
(2)のcurriculumに関しては，かなりに問題
が多かった。生徒・児童に，前もって決められ
ている極めて不備なcurriculum路線に沿って，
過密な知識を一方的に，強制的に与えることか
ら学習が始められた。このような状況下では，
それぞれ個人ごとに異なった環境と経験の持
ち主が，各人のユニークな知性を高揚させるこ
とは不可能である。単調なプログラム１inear
programsを強制的に学習させ，外的な立場に
置かされている－これが問題であるが－教
師は教育のための真のadvisorであるというよ
りは,むしろlinearprogramsの管理者として，
生徒を統制，制御し，学年制や評価体制を完全
なまでに実現すべく努力し,そして,生徒をして
意味のない知識量と暗記の競争にかりたててい
る。FENNERら(FENNER，Ｅｅｔａ1.,1972）の
意見に従えば，，，Leamershavebeguntorise
upagainstcompetitivegradingsystemsthat
pitonestudentagainstanother・Optimally，
1earningshoUldbeaventurethatfosters
cooperationandexchangeofideasandreso‐
urcesamonglearners、Highlycompetitive
programshavebeenShownbymanyinvesti‐
gatorstohaveadetrimentaleffecton
learning,especiallyamongstudentsWhohave
notdiscoveredhowtocopewiththesystem・
ManystudentswhoaresuccessfUlinschool
havemerelylearnedtobeatthｅｇａｍｅｂｅｔｔｅｒ
thantheiracademicallylesssuccessfulPeers
and，functionallyspeaking，haveactually
learnedlittleifanythingmorethantheir
peers.，，とさえいえるのが現状である。
以上のような地学教育を変革すべ<，米国に
おいては，1950～1960年代にかけて，地学教育
の改革をなした。その結果，大いなる進展を承
せた。この進展の理由は，①1950年代の地学の
必修化と②授業に発見志向的アプローチをもち
こんだことなどである。これを契機として，
curriculum改革のためのprojectが組まれた。
その結果，AmericanGeologicallnstituteによ
るESCPEarthScienceCurricUlumProject-
と，１９６４～1968年に完成したＴＳＭ－Ｔｉｍｅ，
SpaceandMatter-とが生まれた。
ＥSCPは日本でもかなり紹介され，この変革
を見習って，吾国の地学教育も単元の内容と単
元の組織化の上に改革がゑられた゜しかし，こ
のprogramも，FENNERら（FENNER，Ｐ・ｅｔ
ｃｚＪ．,1972）によると，それは因襲的であり，単
調であって，学生を集団としての承扱ってい
る，とのことである。つまり，各学習者ごとに
異なった能力があるのだから，それぞれの能力
に基づいて，各人の知性と能力とを高揚させる
必要があるにもかかわらず，そのような改革が
ESCＰには認められない。したがって，本質的
には，1950年代の教育体制の域をでていない，
と決めつけている。
これに対して,ＴＳＭでは,厳密に系統化され
たprogramは極めて僅かであって，生徒が自
分自身で能力を伸ばしてゆくような，そのよう
なsystemになっている。したがって，従来の
よううな教科書ではなく，生徒自身で，自分に
適合した教科書を作りあげてゆくことから始め
ねばならない。生徒はより個性的な，より自分
にあった学習・研究方法を求め，いわゆるマス
プロ教育や単元の過密行進は認められない。因
襲的なprogramから脱却して，生徒自身によ
って作られたCurriculumを通して，彼の進度
にあわせた勉強ができるように許されている。
ATprogram-audio-tutorialprograｍ－では
5６金沢大学教育学部教科教育研究 第７号昭和49年
講義や実験はテープに記録され，用意された実
験器具類を使って勉強することも可能である。
このようなsyslEmであるから，単元の完了時
は，生徒によりいろいろであり，したがって，
学籍簿には，完了（修得）した課題（単元）だ
けが記入されている。生徒の成績は自己テスト
によってなされた結果をもってなされ，学習者
が前もって決めた目標（標準的な目標）を満た
しているか否かで決定される。この各人の目標
は，教師と学友らの親切・適切なadviceによ
って決められ，発展されている。したがって，
このようなsystemにおいては，教師は知識の
供提者であるよりも，むしろ，忠告者，個人指
導教師tutorである。また，学習者といえども，
ある分野において多くの知識・経験をもってい
る者は，時に応じては，教師たりうるわけであ
る。そこは，学校というよりは，むしろ研究室
researchlaboratoryである。
多様性と独創性に富永，問題解決の能力を促
進させる複合選択的projectとして，ＴＳＭは
生まれたのである。ＴＳＭは１人の学生と他の
学生とを戦わせる競争型進学体制に反対してで
きたprojectででもある。従来のような，無意
味な競争意識をかりたてて，多くの脱落者を作
りだし，無能力者でもない者を無能力者に仕立
てるような従来のcurriculumに代って，こ
のprojectは実施されている。
このTSMsystemで良き効果をあげている
学校に，BostonCollege，OhioStateUniv.，
LansingCommunityCollege，BaylorUiliv.，
WilsonCampusSchool，EagleRockHigh
School，GovernorsStateUniv.,ＳＴ・Lawrence
Univ．などがある。
初等教育の地学curriculumについては，単
元として，何をもりこむのが適切であるかにつ
いては，日本以上に，米国では真剣に討議され
ているようである。初等教育の承ならず，中等
教育をも通じて，地学では，野外実習・野外観
察を欠くべきでない，というのが大方の一致し
た見解である。米国の野外実習の一例として，
JOHNSON，Ｋ・Ｓ．（1972）は，OklahomaリⅡの
例を挙げている。それによると，米国ででも，
地学の野外実習のための教育刊行物は少ないそ
うであるが,Oklahoma州では，州立地質調査
所が中心となって，この州を，地学教育・行政
・地学専攻者の分布などを参考にして，７つの
地区に分割した。そして各地区毎のgeological
guidebooksが作製されている。これらの刊行
物が学問的水準の高いことは勿論，初等・中等
教育の児童・生徒の能力に応じて内容が吟味さ
れ，その表現方法も工夫されているとのことで
ある。
日本でも，地学野外実習の必要性と重要性と
が叫ばれていながら，刊行物については，せい
ぜい一種あれば良い方で，教師は，対象学年に
応じて，このguidebookを解説しているにすぎ
ないから，学習者は専ら野外で聴覚を主として
の説明をよりどころにしなくてはならぬので，
実習・観察の教育的効果を挙げるのに困難を感
じているのが現状といえよう。
米国では，地質学の実験の中に，堆積学
sedimentationの実験を取り入れている所が多
い。日本でも，数年前より，sedimentationの
model実験ができるように某社が器具類を販売
している。JOHNSON,Ｋ、Ｇ・（1972）によると，
sedimentationの勉強は，既存岩石の風化・侵
蝕。運搬・堆積・古生物・堆積岩・続成作用
diagenesis･地殻均衡など，さまざまな地質現
象がこの勉強の中でかかわりをもってくるため
に，堆積学は地質学の本質に迫まるものであ
り，地質学の勉強の総括にとって有効である。
このために，米国では最近，実験の中に多く堆
積学が取り入れられたらしい。sedimentation
の実験が単にやりやすいということだけではな
くて，地質学の本質に迫る内容を地学教育の中
心概念としたことに，筆者としては意義をゑい
だし，評価している。
ScHwARTzら（ScHwARTz，Ｍ､Ｌ，ｅＭｆ，
1972）によると,米国での地学教育,殊に初等教
育の低学年においては，あまり沢山のこと（単
元・内容・単語など）を教えてはいけない，教
材を極めて精選してゆくべきであるといってい
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る。この教材の精選の基準としては，地学の本
質に迫まるもの，地学教育の中心概念にsetさ
れるようなものを教材に取り入れるべきであ
る，といい，彼らは，その一例として，幼稚園
から小学校の前半までには，Landforms（地
形)，Ｍｏｏｎ（月），Fossils（化石)，Weather
（天気）の４つを考えている。
日本でも，事実，非常に沢山のことを教えす
ぎている，と思われる。同じ内容のことを繰り
返し，繰り返して教えることの意義は別の観点
での教育的効果として評価できるとしても，や
はり教えすぎといわざるをえない。教材として
何を選定するかは，その国・地域の特殊性によ
って違いがあるので，一概にはいえぬとしても
日本でも，今後，大いに検討されるべき問題で
あろう。
ところで，米国では，Ｔ・Ｓ・Ｍ､systemの教
育で代表される地学教育新改革のもとで教育を
うけてきた学生が，大学に入学してきたことに
よって，大学のcurriculumも改変されつつ
ある。その好例がCalifomiaStateCollege
（Bakersfield）のものである。次にこの大学で
の地球科学のcu1Ticulumを参考までに示す。
TablelThecurriculumintheearthsciencesattheDepartmentofEartllScien（
CaliforniaStateCollege，Bakersfield，Ｕ・ＳＡ・
LowerDivision
EarthScienceslOO，PerspectivesintheEarthSciences
201．BasicPrinciplesofGeologyandPhysicalGeograPhy〃〃
202．BasicPrinciplesofHydrologyandMeteorology〃〃
〃〃 203．BasicPrinciplesofEnvironlnentalScience
UpperDivisionCoreCourses
EarthSciences30LConceptsofAtmosphericScience
〃〃 302．ConceptsofOceanograPhy
303．ＣＯnceqtsofMineralogyandPetrology〃〃
304．ConceptsofSedirnentationandSedimentaryStructures〃〃
〃〃 305．ConceptsofPaleontolOgy
〃〃 306．ConceptsofGeornorphology
UPperDivisionGeograPhyCourses
EarthSciences351．ConceptsofHumanGeOgraPhy
〃〃 352．ConceptsofSpatialGeOgraPhy
〃〃 353．ConceptsofUrbanGeograPhy
〃〃 354．ConceptsofPoliticalGeograPhy
〃〃 405．HistoricalGeograPhy
406．SystemsAnalysisinEconomicGeograPhy〃〃
UpperDivisionElectiveCourses
EarthSciences40LHistoryoftheEartｈ
〃〃 403．ConservationofPhysicalResou1℃eｓ
〃〃 411．GeochemistryofEarUlMaterials
〃〃 421．PaleObiology
〃〃 431．Hydrology
〃〃 441．GeochernislryandMeChanicsofSoi1ｓ
〃〃 451．AdvancedEnvironrnentalEarthScience
ReruiredSeniorCourses
EarthSciences480．ResearChParticipation
〃〃 490．SeniorSelninar
〃〃 495．SummerFieldCourseinEnvironlnentalSciences
Sciences，
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このコースでは，従来，地学教育は殆んど無
視されてきた。強いて地学の単元に似たものを
探そうとすれば，地理学の自然地理と気候の単
元の中に見いだせよう。すなわち，
地学を独立した科目として教えたり，自然科
学の細分された１branchとして教えてはいな
い。
GEORGE（1964）によれば“AneXploration
intofieldsofknowledgeisalwaysmthe
primarysChoolanadventurethatfOrthe
childismysteriousandnecessarilywithout
divisionorevenmethod……tothechildthe
fieldofhisinterestsShouldbepresentedas
aunity，hismindorientatedtotakefor
grantedthattheirisnopartofthefieldthat
doesnotinterlockwitheveryotherinthe
worldofscholarShip.''（afterBRANAGAN，ｎ
Ｆ.，1972)．
オーストラリアでの理科の教材・単元をゑる
と，一般に生物のような動くものや天候のよう
な身の周りの現象に，理科の教材を求め，これ
らをまとめて単元にしている。そして，地学の
ような素材が静的なあまりに，若者はあまり興
味を示さぬ，という非建設的な意見を抱く人も
かなりいる。
２オーストラリアにおける地学教育の現状
オーストラリアでの教育行政は，６つの各州
の文部局DepartmentofEducationによって
行なわれ，州によって，教育内容に若干の相違
が認められる。数多くの私立学校は，それらの
所在する州の文部局の制定した教育要領に沿っ
て教育が行なわれている。
この国の学制は，初等教育第１～第７学年
〔満５才児より始まる），中等教育第８～11学
年(更に第12～13学年を追加している州もある）
となっている。初学教育と中等教育終了時（第
７学年と第11学年）には，publicexamination
を受けねばならない。大学の数は総計30校であ
る。
大学の入学許可試験の内容は，各州の中等教
育に大いに影響していることは，日本と同じで
あるが，この国では，試験は資格試験であっ
て，選抜試験ではないために，中等教育に好影
響を与えている（BRANAGAN，1972)。各中学
校の教科の１evelをあげる役割を，この試験は
している。しかし，それでも，試験と各中学校
での地学教育の鋳型から脱却すべ<，過去10余
年間，改革のための努力がなされてきた。
ｕ）初等教育での地学教育
Table2PreCollegeGeologicalEducationinAustralianStates
（afterBRANAGAN,nＦ.，1972)．
South
Australia
NewSouth
Wales
Western
AustraliaTasmaniaQueensland VictoriaLevel
Physical
Environment
Weather
and
C1imate、
Nature
Walks．
Earth＆
Sky，The
Country‐
side．
Geology・
Solar＆
Stellar
Systems．
PrimarySchools
(allcompulsory）
Surfaceof
theEarth
Earthin
Space．
ＴｈｅＥａｒｔｈ
ａｓＰａｒｔｏｆ
ｔｈｅＵｎｉｖ‐
ｅｒｓｅ．
HighSchools
Grades8-11 Optional
Strand
Optional
complete．
Optional
Strand
Optional
complete．
ＣＯmpulsory
Strand
Optional
complete
ＣＯmpulsory
Strand
Optional
complete．
Compulsory
Strand
Optional
complete
orStrand．
Compulsory
Strand
Optional
complete
orStrand．
Gradesl2-13
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オーストラリアの中でも，Queensland州の
理科教育は，Fig】ｒｅに示すように，その大要
が構成されている。殊に，人間をとりまく環境
の中の一要素として，地学と生物学をとりあ
げ，地学の重要性を力説している。
学校での地学教育の衰退によってもうかがい知
れる。
⑥将来の問題
現在，この国では，大学の地学のcurriculum
が問題になりつつある。
また，先に述べたような，中等教育界におけ
る地学教師の数の僅少さは，地学教育の貧弱さ
とも関係しており，地理教師のような教師の組
織化によって，地学教育を発展させるべきだ，
との意見もでている。
地学の教科書は，基本的には，1850年代のも
のの延長である。教科書の改革も，現在，この
国では問題となっている。
ところで，現在の日本の地学教育と比較する
と，地学を理科の一部門として，他の物・化・
生とかなり独立的な立場で扱わず，むしろ，人
間の住む自然環境に関する学問という立場で，
pre-Imiversitylevelの教育をなそうとするゆ
き方には，筆者は賛成であり，評価すべきであ
る，と思われる。さすがは，自然環境に恵まれ
たお国柄である，と思われる。しかし，地学の
単元・教材について承ると，日本の方が遙かに
進んでいるようだ。教科書にしても，若干の問
題は残るにしても，日本の方が良い。
オーストラリアの地学教材の中で，わたくし
どもがゑて，うらやましく思うのは，初等教育
の段階で，野外教育的な教材をかなりに取り入
れていることである。日本の小学校の理科教育
の目標には，「自然lこ親しゑ，自然の事物・現
象を観察，実験などによって，論理的，客観的
にとらえ，自然の認識を深めるとともに，科学
的な能力と態度を育てる。.……..」とある。中
学校や高校についても，その目標は，表現の違
いこそあれ，同じ内容のものである。しかし，
日本での地学教育の上述の目標を達成するため
に，野外観察を取り入れている学校がどれだけ
あるだろうか。交通による危険や事故時の責任
問題もあって，殆んどの学校では，野外実習が
なされていない。文部省のかかげる理科教育の
目標の一番最初の句（自然に親しみ……）が，
まずなされていないのが日本の地学教育の現状
ＬｉｖｉｎｇThings
（allgrades）Conservation l Ｅｎｅｒｇｙ
肌ｎｌｒ雰而
ＭＡＮ，ＳＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ
Ｊ、、
異畿;鵠§加護a差鍔m
FigureSyllabusframework,primarysChool
naturalscience，Queensland（after
QueenslandEducationDepartment）
他の５つの州も含めて,オーストラリアでは，
初等教育の第５学年で地学の基本的な単元を教
えている。教科書は，概してアメリカ的なもの
が多く，地方色豊かな，児童・生徒の住む，学
習者の身の周りに教材を求めて，作りあげてい
る。そして，Queensland州では，地学の専門
単語を沢山暗記するよりも，実習的なものに重
点が置かれている。Victoria州での，初等教育
の終了時の公的試験では，この州の地図をもと
にした論文を書かせている。
（２）中等教育での地学教育
中学校と高等学校のすべてで，地学教育がな
されている。しかし，多くの州では，「地学」
という独立した教科ではなくて，「理科」とし
て，その中の一分野として教えるべきだ，とい
う強い意見もある。NewSouthWales州では
物理・化学・生物・地学の４つの中から３つを
選択させている。1960年代の後半の鉱物ブーム
の折には，地学教育が比較的盛んになったが，
その割には地学専攻学生が教育者として学校に
職を奉じるようになってはいない。このこと
は，その後の鉱物ブームの終った後，これらの
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である。児童・生徒・学生をして，理科教育の
目標に最も忠実であり，本当の教育をやろうと
して，野外観察に生徒達をつれてゆくことは，
日本の教師によほどの決断力と勇気がなければ
できないのである。
た。これは，その後のこの国の普通教育（教養
教育）の立ち遅れの直接的原因ともなった。
1849年の改正で，小学校の第８学年に，自然科
学が必修教科に加えられたが，当時は，教師自
身のlevelが低いために，生徒の質的低下はま
ぬがれなかった。そして，当時は，地学が化学
の一部分となっていた。この不自然さは，１９３３
年に，地学が化学から分離して，ようやく現在
のような形となった。
1967～1968年に，学校制度は全面的に改革さ
れて，中等教育では，人文科学と自然科学とに
大きく２分され，それぞれの部門の特色をだそ
うとしている。
３チェヅコスロバキアにおける
地学教育の現状
1918年に装をかえて成立したチェッコスロバ
キアCzeChoslovakiaでは，それ以前の教育制
度を殆んどそのまま引きついだ。このために，
1805年の学校法で定められていたように，学校
教育の中から，自然科学全部が削除されてい
Table3TeachingprogrammeofgymnasiaintroducedfromMarch31，l969in
Czechoslovakia（afterFEDIUK,Ｆ・'1972)．
Humanistbranch Naturalsciencebranch
Ｎｕｍｂｅｒｏｆｌｅｓｓｏｎｓｐｅｒｗｅｅｋ
Class
２３４Total
Class
２３４TotalSubject
３
２
４
２
３
２
４
２
Czecholanguageandliterature………
Russianlanguage･…………………･…･…
Afurtherlivinglanguage・…･………・
Latinlanguage・……･………･…………
Introductiontophilosophy・………･…・
History・…………･･…･…………･…･……
Geography…･………………･……………・
Mathematics･……･…………･……..…･…
Descriptivegeometry…･…･……………・
Physics．……………………………･･……
Chemistry……･……………･……･………
Biologyandgeology･…･…･……………
Aestheticaleducation…･…･……………・
Physicaleducation..…………………･…
Firstoptionalsubject…………………
Secondoptionalsubject…………………
Total…………･…･…･……………………
Non-obligatorysubject…………………
４
２
４
２
２
２
４
２
３
２
２
２
２
３
４
８
５
８
４
８
６
２
１
１
１
３
２
４
３
２
３
３
２
３
３
２
２
２
８
２
１
１
４
６
６
５
４
３
９
０
４
１
４
２
０
８
１
１
１
１
２１
２
’
２
３
２
３
２
３
２
２
’
４
２
３
２
２
２
２
３
２
２
３
２
２
４
２
２
４
３
３
２
２
２
３
３
２
２
２
３
０
６
８
４
１
４
２
０
８
１
１
２１
２
２
２
２ ３
３
２
２
３
４
２
３
２
３
２
３
２
２
２
２
０
２
３
３
２
２
２
２
０
２
３3０３０３０
２２２
3０３０３０
２２２
①初等教育での地学教育
チェツコスロパキアの初等教育は第１～９学
年まであり，日本の義務教育の小学校６学年間
と中学校３学年間とを合せたものに相当する。
低学年での科学教育は，生きているものを対
象とした生物教育と無生物教育とに２分されて
いる。地学関係では，生徒や児童の家の近くの
岩石・鉱物・建築材料を教材にとり入れてい
る。
初等教育の第１～第５学年までは，上述のよ
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の教科が主体となっている。因永に，この学校
のcurriculumを示すと，チェッコスロバキア
語と文学９単位，ロシア語８単位，人文・社会
科学７単位，数学13単位，物理12単位，化学４
単位，図学５単位，鉱山測量７単位，鉱山地質
学６単位，地理学５単位，試錐学６単位，地球
物理学２単位，鉱山学５単位，保安・衛生学２
単位，実習14単位となっている。
（８）将来の問題点
大学前の教育において，地球科学教育のもつ
問題としては，何よりも先ず，質の良い教師が
不足していることであろう。この解決のため
に，地質学と物理学とを－しょにしたものを教
えることのできる教師の養成を考慮している。
この考え方にとって有利なのは，数学力のある
教師がえられる，ということである。このよう
な教師の養成は，地球科学に興味のある生徒・
学生の育成の助けとなるであろう。
次の問題は，完全な教科書の作製であり，自
然科学全体の整備と財政的な援助を必要とする
ことである，とFEDIuK，Ｆ、（1972）は述べて
いる。彼が結論づけている問題は，そのまま，
日本にもあてはまることで，殊に，地学担当教
師の不足は，日本の中学校および高等学校の地
学部門の教育にとって大きな問題であることは
全く同じである。
うに，自然科学を，精々２分する程度で，細分
せず，全般的にとらえようとする教育である
が，第６～９学年には，物理・化学・生物・地
学というように，かなりに細分化され，系統的
に教育している。４年間に50項目の地学関係の
講義が開講されているが，その中で，鉱物関係
は20項目，岩鉱関係10項目，地質一般18項目，
復習２項目という内訳になっている。自然科学
全体では，４年間に264項目であるから，地学
教育は，僅かに，１９％にすぎない。しかし，日
本のそれと比較すると，チェッコスロバキアの
方がより充実している，と受け取られよう。
（２）中等教育における地学教育
中等教育は第１０～13学年までの４学年であ
る。この４学年間に修得すべき総単位数は
humanistbranChもnaturalsciencebranchも共
に120単位である。第２外国語として，Russian
languageを両branch共に８単位で同じいであ
るが，第３外国語としてのLatinlanguage8
単位は文科系仁の糸課せられている。その他
の文科系学科の単位数はPhilosoPhy4単位，
geograPhry6単位で,共に理科系と同じ。数学
は文科系で12単位,理科系で15単位｡descriptive
geometry4単位は理科系にのみ課せられてい
る。物理は文科系で10単位，理科系で13単位。
化学は文科系で６単位，理科系で９単位。地学
と生物(合わせて)は文科系で８単位，理科系で
10単位となっている。これらの単位は，何れも
必修であるから，日本の高校教育に比較して，
少なくとも理科教育に関しては秀れている，と
いえよう。ただ，地学教育と生物教育とを単位
数だけから見る時，日本のものよりも少ない。
この国では，中等教育の分派として，職業学
校がある。地学関係の職業は，チェッコスロバ
キアのような社会主義国においては充実してお
り，各種の仕事もあるので,これに応じて,職業
学校一theMiningandGeologicalVocational
Schoolも充実している。これは，日本の旧制
秋田鉱山専門学校や米国のColoradSchoolof
Mineにも相当する。この学校では，当然のこ
とながら，地質学一般，試掘，鉱山測量の３つ
４ソ連邦における地学教育の現状
ソ連邦の法の定めによると，
”ＣｉｔｉｚｅｎｓｏｆｔｈｅＵ.Ｓ､Ｓ・Rhavetheright
toeducation．Thisrightisensuredby
universalcompulsoryeight-yeareducation；
byextensivedevelopmentofsecondary
polytechnicaleducation，vocational-teChnical
eiucationandsecondaryspecialisedandhigher
eiucationbasedonclosetiesbetweenthe
school，ｒｅａｌlifeandproductionactivities；
bｙｔｈeutmostdevelopmentofeveningand
extramuraleducation；byfreeeducationin
allschools；byasystemofstatescholarship
grants；byinstructioninschoolsinthenative
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1anguage；andbytheorganizationoHree
vocationaLteChnicalandagronomictraining
fortheworkingpeopleinthefactories,state
farmsandcollectivefarms.“
この国の学校制度は，義務教育（10ケ年間）
が幼稚園３ケ年間(７～９才)，小学校～中学校
７ケ年間(10～16才)，専門大学５ケ年間（17～
21才）で，中学校の後半3.5ケ年間（14～17才）
が中等専門学校となっている。そして21才以上
35才までの大学卒業者は，能力に応じて，３ケ
年間の大学院に進学できる。社会主義共和国体
制のこの国では，勿論，学校のすべての経費が
無料となっている。
ソ連邦の被教育者率は1897年28.4％，1926年
56.5％であったのが，最近では，99.7％という
ように，日本，米国，ドイツ，イギリスととも
に，世界の中でも被教育者率の高い国の１つに
なっている。
先に述べたチェッコスロバキアのように，社
会主義共和国においては，国士の総合的開発計
画のもと，地学，殊に地質学者・鉱山関係技師
の養成に力を入れており，ソ連邦も，また，そ
の例外ではない。地学の教育・研究はすべて，
地質学省の管理下にあり，地質にたずさわって
いる人は，全国で50万人余にも達している。
（１）初等教育での地学教育
国士の開発に基づく地質学・鉱床学mining
geologyの必要性；spacescienceの開発と発
展計画によって，地学教育・研究の重要性が力
説されている。
初等教育の分野でも，理科教育の一分野とし
て，重要なweightを占めるに至った。
（２）中等教育での地学教育
中学校のcurriculumの中には，地質学とし
て，物理・化学・生物に対してあるものではな
い。日本でいう地学earthscienceの中の諸分
野elementは，一般に，自然地理，一般理
科，物理，生物の中で教えられている。すなわ
ち，生徒は，第５学年で自然地理学（含地球
の形，地球の大きさ，地殻，マントル，火山，
地震，地殻変動，岩石など），第６学年で大陸
の自然地理学(含地質構造，鉱物学)，第７学
年でソ連邦の地史学，地質図学，構造地質学，
そして第８学年で応用地学と経済地質学の基礎
が教授されている。
以上のようなcurriculumの単元構成をふる限
りにおいては，非常に充実し，１evelの高さを
感ずるが，実際に教育にたずさわっている教師
の立場からふると，，，これだけのことを教えて
いながら，生徒達は地質学の知識を充分にえて
いない“（GORSHKOV，Ｇ・Ｐ.＆SLAVIN,Ｖ、
1.＆BAHZENOV，Ｂ・Ｐ.，1972）ようである。
中等地質専門学校は，地質と鉱山関係の技師
を育成するのを目的としているが，ここでは，
地球物理学，水理学，鉱山学，鉱床学，測地
学，地質工学，応用地質学などが教授されてい
る。ここの地質コースを卒えると，２級免許が
えられ，地質測量，採鉱，土木地質などの，い
わゆる応用地質の仕事に従事することが可能で
ある。このsystemは，日本の戦前における中
等実業学校（農業学校，商業学校，工業学校）
や高等専門学校に相当し，地質学に関していえ
ば，秋田鉱山専門学校に当たるであろう。
⑥高等教育での地学教育
現在，seniorhighschoolには500万人の学
生が在学しており，この中から４万人もの学生
が，地質学関係の大学の講座に所属している。
地質単科大学もいくつかあって，このような大
学の存在は，他の国に，その例をゑず，この国
が，地質，殊に石油，石炭，鉱山のいわゆる国
士の地下資源の開発に力を入れている，その入
れ方が知れるというものである。この単科大学
では，一般学科（1,000時間），物理・数学
(1,100時間),地質学(800時間),地質関係技術
(700時間),物理地学(900時間)がcurriculum
の中に組糸込まれている。この大学の目的は，
将来，国士の応用地質（鉱山，土木地質）にた
ずさわる高等技師の育成にあるようである。
普通の大学universityの地学教室では，地質
の研究者，地質調査・地質化学・地質物理など
の専門家を養成している。
モスクワ国立大学の地質学部Facultyof
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Geology，地質学だけの学部facultyの存在
に注目，があり，約５．０００人もの学生が在学し
ている。ここでのcurriculumの一端を紹介す
ると，次のようである。
General-educationalcourses：mafhema‐
tics，Physics，chemistry，fOreignlanguage；
Special-educationalcourses：Physical
geology,crystallograPhy,mineralogy,petrogra-
Phy,lithology,geochemistry,zoology,botany，
poleontology，theoryofbaciesandhistorical
geology，dynamicgeology，geomorPhology，
Quaternalogy,geologicalengineering,hydro‐
geology，geologicalmappmg，geotectonics，
Philosophy，politicaleconomy，tlleoryof
scientificcommunism．
更に，appliedgeologyのspecialist育成の
ためのcurriculumが開講されている。これら
は，
①geolOgicalsurveyingandsearchfOr
mineraldeposits；
②geologyandprospectingfOrmineral
deposits；
③geologyandprospectingfOroiland
gasdeposits；
④geophysicalmethoisofsurveyingand
proSpectingfOrmineraldeposits；
⑤geochemistry；
⑥hydrogeologyanClgeologicalengineer‐
ｍｇ
の６つの分野である。
この大学の講座は，世界各国の地質学教室の
中でも，最も秀れた組織と人様をもっている。
講座は，dynamicgeology，historicaland
regionalgeolOgy，paleontolOgy，geologyof
industrialmmerals,geologyandgeochemistry
ofconbustibleminerals，crystallograPhyand
crystallochemistry,mineralogy，petrograPhy，
geochemistry，ｓｏｉｌscienceandgeological
engmeermg，hydrOgeolOgy，glaciolOgy，
geophysicalmethodsofcrustalresearchの
計12の講座より構成されている。
モスクワ大学と同じような組織とcurriculum
で地学教育・研究のなされているのは，
Leningrad，Kazan,Voronezh,Jrkutsk,Ｐｅｒｍ，
Sarator，Kiev，Lvov，Erevan（Armenia)，
Tashkent（UZbekistan)，Ｂａｋｕ（AzerbaIjan)，
Tbilisi（Georgia)，Kharkov（Ukraine)，
Vilnius（Lithuania)，Dushanbe（Tajikistan）
などの大学においてである。
大学卒業と同時に，学生は国家試験を受けね
ばならない。
⑨教育研究所Pedagogicallnstitl】ｔｅでの
地学教育
ここでは普通中等教育機関（日本の中学校と
高校）の教師を養成するための教育研究所であ
る。ソ連邦には，このようなinstituteが100余
屯ある。すべての教師は，このｉｎstituteで，
１～２年間，地学の基本も勉強する。地学
教育の課程は，dynamic（generaDgeology
courseとhistoricalgeologycourseの２つの
basiccoursesがある。前者のcourseには，
crystallograPhy，mineralogy，pelrograPhyの
sUbcourseがあり，後者には，fundamentalsof
paleontologyandgeologicalhistoryが含まれ
ている。将来，物理，化学，生物の教師になる
者といえどもこれらを修得するようになってい
る。このPedagogicallnstituteのcurriculum‐
systemは，日本の教員養成大学や学部の
curriculum-systemと良く似ているが，問題は
その内容と単位数である。この辺の詳細につい
ては不明である。しかし，ソ連邦と日本の教師
の学生時代のcurriculumを比較すると，ソ連
邦では，カナダや米国のある教員養成大学のよ
うに，いわゆる既存の一般大学を卒業した学生
のうちで，教師になることを希望する者だけが，
教員養成大学に入ってくるというsystemが，
Pedagogicallnstituteという形で行なわれてお
り，教師の質の向上を，こういうsystemで計
っているようである。日本でも－時いわれたよ
うな，「デモ・シカ先生」をなくすという意味
からも一考に値しないだろうか。
以上のように，ソ連邦では，とにかく，地学
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教育に，非常な熱意をふせていることは事実でに設置されたものであって，WISON,ＲＣ.Ｌ、
ある。しかし，こういう地学教育の中にも，決（1972）の言によれば，，，TheOpenUiliversity
して，問題がないわけではないはずだが，問題ｗａｓｓｅｔａｓノノbe〃"帆γｓｊかけメルeseco"‘
点の指適と内容，単位（時間）の配分が示されｃｈｃｚ"Ce“であるといえよう。
ていないので，日本のそれとの比較検討をより 現在の英国では，人口6,000万人余の中の僅
困難にしている。かに２．３％の人しか大学に入れない。大学にゆ
けなかった人達の中にも，賢明で勉学意欲に５英国における地学教育の現状 焼えた人が多いので，これらの人々にsecond
英国・ドイツ・フランスなど，ヨーロッパのchanceを与えるべく，OpenUniveresityは設
殆んどの国の地学教育は，大同小異で，米国，立されたというわけである。こういう大学であ
日本のそれに似ているが,単位数や教材の種類，るから，そこの学生は，殆んどすべてが就職し
内容の深め方は，その国のお国柄というか，そているか，家業に就いている。ここでの勉学の
の国の自然環塞鈩教材の条件によって，多少の方法は，日本の通信教育，ＮＨＫの放送教育に
差異が認められる。 類似していて，郵便でもって，勉学の資料が直
英国ではＯｐｅｎUniversityが1971年１月より送されてくる。sChoolingの他に，個人指導も
実施に移されていて，この問題が先の国際地質随時受けられるような実験器具や視聴覚器具が
学連合会議において報告された。整っている。例えば，理科教育に不可欠な顕微
OpenUniverstyの発歩以来，現在までに， 鏡も，ポケット式のものが用意されていて，必
約42,000人の学生がこの大学に所属している。要ならば，５０＄（約15,000円）で販売もしても
この大学の設置は，大学への普通の入学時に， らえるそうである。
なんらかの理由で入学でさなかった人々のため
Table4ComponentsandterminologyoftheOpenUniversity，sdegreesystem
（afterWILsoN，ＲＣ.Ｌ・’1972)．
Description（itemsinitalicsdefinedintable）Component
３４ＣＯ”SCU"ﾉｵs，ｓ"、”cγＳｃ〃00ノａｎｄｆｉｎａｌｅｘａｍ・
Ｏｎｅｗｅｅｋｏｆｓｔｕｄｅｎｔｗｏｒｋ，includingstudyofspecially
preparedcorrespondencetext，TVandradiobroadcasts，
computerandtutor-markedteSts，homeexperimentsin
sciencecourse，attendanceattutorialatlocalstudycenter・
Oneweekresidentialcoursｅonconventionaluniversity
canpus（1aboratoryworkinscience，fieldstudiesin
geologyandgeography)．
Ｇａｉｎｅｄｗｉｔｈｓｉｘｃγ`｡〃s，ｔｗｏｏｆｗｈｉｃｈｍｕｓｔｂｅＦ０"".．
α〃0〃ＣＯ"γSCS・
GainedwitheightcγＧｄ〃３，ｔｗｏｏｆｗｈｉｃｈｍｌ１ｓｔｂｅＦｏＵＭ‐
αﾒｶﾞ0〃ＣＯ”SCS,ａｎｄｔｗｏｍｕｓｔｂｅ３γd-0γ４ﾉﾙｰﾉCDG几o"γSCS・
Abroadinterdisciplinarycourse，availableinhumanities，
mathematics，Science，socialscienceandtechnology・
Specialistcoursesbasedonearlier（Foundationand2nd
leveDcourses・
Awardedtostudentswithexistingqualifications（not
degrees）judgedtobeofcomparablestandardtothe
University，scourses，usuallygrantedinspecificsubject
areas．
Creditcourse
Courseunit
Ｓｕｍｍｅｒschool
OrdinaryBA・degree
B.Ａ，degreewithhonours
Foundationcourse
3ｒｄ＆４thlevelcourses
Ｃｒｅｄｉｔｅｘｅｍｐｔｉｏｎ
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この大学の地学関係教授陣は計160名で，こる。学生は，送付きれてくる通信テストを行な
の中には，いわゆる教師である人々の他に，事い，返送すると，採点・評価され，コンピュー
務員，ｄａｔａ処理者，teChnicianも含まれていター処理によって，成績の処置がなされる。
Table５Componentsofanaveragecourseuniｔｉｎｓｃｉｎｃｅ
（afterWILsoN,ＲＣＬ，1972)．
Studyｔｉｍｅ
（hours）Component Description
Correspondencetext 8.0 SpeciallywrittenandstruCtUredtext，ｃontaining
behaviouralobjectives，tableofscientificterms，
etc.，andself-assessmentmaterial・
Readingpartsof‘setbook，，ｗｈｉｃｈｉｎｓｏｍｅｃａｓｅｓ
ｍａｙｈａｖｅｂｅｅｎｓｐｅciallywrittenforthecourse
(ｅｇ.‘UnderstandingtheEarth,，setforallEarth
Sciencecourses)．
Homeexperimentkitsareprovidedinmostscience
courses，ａｎｄincludespeciallydesigneditems，such
asbiologicalorpetrologicalmicroscopes，coldrim‐
eters，chemicalbalances，etc・FortheFoundation
CourseinScience，ｔｈｅｔｏｔａｌｂｕｄｇｅｔｗａｓｄ8500,000．
Objectivetests；answersgivenbypencilｌｉｎｇｏｕｔ
ｉｔｅｍｓｏｎｓｈｅｅｔｒｅａｄｂｙcomputer・
Subjectivelymarked：essays，short-answerquest‐
ions，accountsofexperiments、
Demonstrationofconceptuallydifficultitems，or
laboratorydemonstrations・
Teachingmaterial，ormaterialshowinghistory
orsocialrelevanceofscience、
Notescontaininginstructionsontaskswhichshould
havebeencompletedbeforethebroadcasts，and
summariesoftheprogrammes．
Setreading 1.0
Homeexperiment 1.0
Computer-markedtest
Tutor-markeｄｔｅｓｔ
0.5
0.5
ＴＶprogramme 0.5
Radioprogramme
Broadcastnotes
0.5
1971年には，６，０００人の学生が理科のbasic地球の資源，地震学，海洋底拡大説，地史学な
cousesを選択している。その中の地学関係単元どが含まれている。
としては，地質学，地球物理学，地球化学，
Table6PrincipalPhasesofsciencecoursepreparation
（afterWILsoN，ＲＣＬ.，1972)．
Phase‘０，：
Phase‘１，：
Preliminaryoutlineofsubjectcontentdiscussedbycourseteammembers，
Detailedsubjectoutlineisproducｅｄｉｎｆｏｒｍｏｆｔａｂｕｌａｒｓｕｍｍａｒｙｏｆｓｕｂｊect
content（terms，principles，１aws，etc・ｔｏｂｅｕｓｅｄ)，behaviouralobjectivesand
methodsofassessment・Preliminaryoutlineofstudentexperirnentalwork
andcostsareprepared・Setbooksselectedandnegotiationscommencedwith
publisherstoguaranteeavailabilityforlifeofcourse・Detailsofpart-time
staffneededareworkedout，
Draftcorrespondencetextandtestsareproduceｄａｎｄｐｉｌｏｔｅｄｏｎｓｍａｌｌｇｒｏｕｐ
ｏｆstudents；ｒｅｖｉｓｅｄｉｎｌｉｇｈｔｏｆｃｏｕｒｓｅｔｅａｍａｎｄｐilotgroupcomments・TV
andradioprogrammesarerecordeｄ；broadcastnotesarewritten・Experimental
workisfinalisedandequipmentispurchased・Notesfortutorsarewritten
toguidetutorialsandmarkingoftests、Designartistsandphotographersare
briefed，Copyrightclearanceofmaterial
Finalversionisdispatchedtoprinters、Proofreadingandapprovalofpaste-ups．
PhaseII,：
Phase‘IIr：
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Table7Secondさ1evelcoursesincludingandbroadlyrelevanttogeology
（afterWILsoN，ＲＣ.Ｌ，1972）
V6Credit
Biochemistry
Geochemistry
Environment
Geophysics
Developmentandgenetics
l/３Credit
Comparativephysiology
Geology
Anintroductiontothechemistryofcarboncompounds
Structure，bondingandtheperiodiclaw
TheEarth'sphysicalresources
l/３ａｎｄｌ/６coursesarecombinedtomakeupal/２Credit
l/２CreditCourses
E1ementarymathematicsforscienceandtechnology
Biologicalbasesofbehaviour
Solidsliquidsandgases
Scienceandtheriseoftechnologysincel800
Table8Asummaryofsecond-1evelgeologycourses（afterWLSON,Ｒ・ＣＬ.，1972）
Credit
rating ContentCoursetitle
Geology l/３Ｔｈｅａｉｍｓｏｆｔｈｉｓｃｏｕｒｓｅａｒｅｔｏｔｒａｉｎｓtudentstoapproachobject‐
ivelytheidentificationofmineralsandrocksandunderstand
theirgenesis；tointerpretmajorstructuralandgeomorphological
featuresandbeabletodeducetheprocessesinvolvedintheir
formation；andtounderstandtheprinciplesofstratigraphyand
palaeontology、
Therewillbeconsiderableemphasisonpracticalworkthroughout
thecourse，ａｎｄｔｈｅｈｏｍｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｋｉｔｗｉｌｌｉｎｃludeapetro・
graphicmicroscope，thinsectionsofrocksandacollectionof
spec1mens
TheEarth，sPhysicall/３１nthiscourse，attentionwillbefocusedontheoccurrence，
ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ １ocation，processingandutilizationofnaturalresources，ranging
frommetallicoresthroughthemineralfuels，oil，coal，natural
gasandfissilematerialstomaterialsusedinconstructionand
industrialprocessessuchasbuildingstone，roadmetals，cement，
metallurgicalfluxesandferilizers・Anothertitleforthiscourse
couldｂｅ‘geologyintheserviceofman,、
Geochemistry l/６１nthisshortcourse,ｔｈｅｍainemphasiswillbeonthemethods
bywhichgeochemistsselectandanalyseaccessibleEarth
materials，therelationshipsbetweenthechemicalcomposition
andthestructureｏｆｒｏｃｋsandminerals，thechemicalaspects
oftheEarth，sstructuralevolution，geochemicalreactionsand
cycles，andthepraCticalapplicationsofgeochemistry・
Geophysics l/６１nthiscourse，selectedtopicswillbeexaminedtoillustratethe
ContributionofphyｓｉｃｓｔｏｏｕｒｋｎｏｗｌｅｄｇｅｏｆｔｈｅＥａｒｔｈ，Ｔｈｅ
ｅｍｐｈａｓｉｓｗｉｌｌｂｅｏｎｂａｓｉｃｐｈｙｓｉｃｓａｓａppliedtotheEarthrather
thanontheuseofphysicaltechniquestoextendgeologicalstudy・
Environmentｌ/６Thisshortinterdisciplinarycoursewillshowhowphysicaland
biologicalprocessesinfluencethedistributionoforganisms
andgeomorphologicalorsedimentologicalfeaturesofnatural
environments・Particularattentionwillbegiventocoastal，river，
lakeandglacialenvironments，ａｓｔｈｅｙａｒｅｗｅｌｌｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄｉｎ
ｔｈｅＢritishlsleSThecourseisalsointendedtostimulate
appreciationoftheenvironmentthroughthegreaterunderstanding
ofprocessesoccurringinit,withaViewtoreconcilingexploitation
．ｗｉｔｈpreservation．
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－－
学生は，基礎コースの人文科学・数学・自然
科学・社会科学・応用科学の中から２単位をと
らなければならない。
地学教育の観点から承ると，正式の普通大学
における地学教育の普及以上に，公開大学での
地学教育の普及がよりゆきわたっている。した
がって，その教育の影響力は，今後，いろいろ
の所で表面化してくるものと思われるらしい。
日本でのopenuniversity-systemに比較す
ると，英国のそれが遙かに秀れている。日本の
既成の大学では，精をopenlectureの域をで
ず，主してや，そのlectureの中に占める地学
教育たるや，全く微々たるものであり，=開か
れた大学＝とはほど遠いといわなければならな
い。最近いわれているご成人教育この中に，こ
うした英国のように，自然科学が自由に選択で
きるようになるまでには，大学のsystemと当
該行政省の考え方を改革してゆく必要があるよ
うに思われる。
英国の初等～中等教育でなされている地学教
育の問題点としては，WILSON,Ｐ.Ａ、（1972）
によると，physicalgeologyの基礎的概念の理
解不足が目立つ，とのことである。その原因と
しては，米国・オーストラリア・チェッコスロ
バキアおよび日本の場合と同じように，抽象的
な知識としては知っていても，具体的な物とし
ての，本当の知識がないために，ある期間すぎ
れば，頭の中に残らない。したがって，当然の
ことながら，実物をゑても，かつて教室で勉
強したことと結びつかず，無知なことと全く
等しいことになるのである。いわゆる'Poll
parroトeducationといわざるをえないのであ
る。日本の地学教育も，正にparrot-education
であることが多い。そして，時と共に，それさ
えも残らないようになる。
は，各州の文部局DepartmentofEducationが
かなり影響を与えている。文部局のもつ権限と
しては，
①theestabliShmentofcoursesequences，
②definingthecurriculumorcourse
content，althOugdltheymayapprovem
atleastoneprovincethecoursecontent
whichhasbeeninitiatedbyanindividual
teacher，
③recommendingtextbooks,ａｎｄ
④establiShingcollegesfOrthetraingof
teaChersalongwithspecialupgrading
andrefreshercourses，andcoursesto
qualifyfOraprincipalShip、
この国のIevelsofeducotionは，次のよう
になっている。
①PublicSChools-Kindergartentograde
８；
②SecondarySchools-grad9tol2；in
Ontario,BritiShColumbia，NewBrunsw造
ick，tllesChoolsincludeagradel3；m
Quebec，seniorcollegescalledCEGEPS
inclｕｄｅｇｒａｄｅｓｌｌｔｏｌ３．
③CommunityColleges-whiChhave
Specialcoursesintechnologyincluding
geology,meteorology,mining,ａｎｄｗａｔｅｒ
ａｎｄｐｅtroleumresources．
④TeachersConeges-WhiChtrainunlv‐
ersitygradUatesafterauniversitydegree
foraprofessionalteaChingcertificate．
したがって，学校の教師たる者はすべて，普
通のuniversity卒業後，teacherscollegesで，
教育関係の勉強を約１年間受けた上で，初めて
教師としての資格をえている。
現在，この国で使用されている地学の教科書
は，各州の文部局の権限下にあるが，各州の地.凸､D
学者が教科書作製に参与しているとはいえ，地
方色豊かであっても，結局は，国全体では，余
り変りぱえのしないものになっている。地方色
は，最近では，副読本の方に現われてきてい
る。教科書として，中等教育でよく使用されて
６カナダにおける地学教育の現状
カナダの初等～中等教育のcurriculumは各
州の行政庁が管轄して，行なっている。これは
1867年のBritishNorthAmericaActによる
ものであって，一例としては，教科書に関して
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Ｂ、Ｓ・
・InvestigatingtheEarth
の２冊がある。
いるものに，
・ModernEarthScience（editedbyRamsey
andBurChley)，HO1tRinehartWmston
Pre-UniversityEarthScience／GeologyCoursesinCanadaExclusive
ofCommunityandTeChnicalColleges；鵜：courseoutlineexists
（afterWINDER，ＣＧ，1972）
Table９
Availability；
Terminal-T
University-U
Required／
NameofCourseOptional ＴｅｘｔｓProvince Grade
Ｕ Ｒａｍｓｅｙ＆Burckley，Modern
EarthScience
NfldGeology＆Mineral
DepositS1957
Unk・
RamseyandBurckley
Moore，E1ementaryGeologyof
Canada
ScienceActivities（locally
written）
ESCP-Investigatingtheearth
Anelementarygeologytext
(French）
ＥＳCP-Investigatingtheearth
Ramsey＆Burckley
Unk
Ramsey＆BurckleyandESCP
MOOre，E1ementaryGeologyof
Canada
Thurber，ExploringEarth
Science
GeneralSciencetext
GeneralSciencetext
NewfoundlandlOEarthScience＊ ０
１１Geology＊Ｏ
ＰＥエ６－９？GeneralScienceUnk，
ＮｏｖａＳｃｏｔｉａ ｌＯ,１１EarthScience＊ 0
１２Geology＊０
Ｕｎｋ
Ｔ
Ｕ
Ｕ０NewBrunswick７＆８Science
？
。
Ｕ
９（oneEarthScience O
school）
１２Geology＊ ０
Quebec
Ｕ0９（specialEarthScience
permissiOn）
１１＆１２Geology＊ 0
９GeneralScienceUnk、
８EarthScience＊ Ｒ
１０ａｎｄｌｌＧｅｏｌｏｇｙ （generally
Ontario
U
Unk
U
nottaught）
Manitoba
Saskatchewan
ＵＲ８EarthScienceA1berta
Ｕ
ＵGeneralScience＊
GeneralScience＊
Ｒ
Ｒ
８
０
１
British
Columbia
常に自然との接触も深く，密度の濃い地学教育
が行なわれやすい。しかし，PAYNE,Ｎ・（1972）
が指適するように，現在に至るも，なお不充分
さが目立つ，とする者もある。カナダでは，国
・州で，初等教育の承ならず，中等教育につい
ても，地学教育の改革のための討論が，現在も
なお重ねられているとのことである。
（、初等教育における地学教育
初等教育では，主として理科として，地学教
育が行なわれているが，カナダのように，地下
資源に恵まれた国では，各所に豊かな地下資源
を賦存している関係上，児童・生徒の地学に対
する関係度も高い。また，自然環境に恵まれた
この国では，好むと好まざるとにかかわらず，
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TadlelOThenumberofcollegesofferingaparticularcoursewhichisrelated
toearthscience／geology・Thetablealsoindicatestlledistribution
ofthesecoursesinCanada（afterWINDER，ＣＧ.，1972）
縣謡｡｜Ｑ…｜ｏｎ伽。｜淫柵。Province
Gasandoiltechnology……
Geological・………………･…・
Mining･…………･……･………
Waterandairresources……
０
０
０
１
３
３
０ ５０
３
１
３
２
０
（２）中等教育における地学教育
本格的な地学教育は，州により初等コースの
最終学年一第８学年一から始められている所も
あるが，Ｔａｂｌｅ９のように，大体，第10～12学
年において履修されている。概して，低学年で
は，地学の基礎的学習がなされる関係上，必修
であるが，高学年になると，選択制の教科に変
っている。単元内容は，天文学，地質学，気象
学，海洋学に亘叺地質学関係では，岩石，鉱
物，火山，風化作用，地球物理，地殻，地球の
歴史および地震がもり込まれている。
TablellSurnmaryofnacherTrainingRequirementsinCanada（afterthe
tableabslractedbyWINDER，Ｃ､Ｇ，1972,frornaCanadianEducation
AssociationChart)．
ＴｅａｃｈｉｎｇＥｘ‐
periencefor
Permanent
（years）
Grades Abmission
Province CertificatesWhereValidRequirements ＬｅｎｇｔｈｏｆＣｏｕｒｓｅ
（years）
Total
Qualification
British
Columbia
Ｌｉｃｅｎｃｅ ｌ－８ＢＣＧｒａｄｅｌ３１－４４
Certificate l-13
(２types）
ConditionaltoallSeniorMatric、 ２－４２Professional
Gtypes）
Iｎｔｅｒｉｍｔｏ ｌ－４1-9orl2SeniorMatriQnoneProfessional
Certificate l-12ｕｐｔｏＢＡ．Ｉｏｒ２２－３(７types）
InterimTypeA９－１３Degree lyear ２ｙｅａｒｓｏｒＢｑｔｙｐｅｓ）
VocationalAor OccupationalSumｍｅｒ ２ｙｅａｒｓＢ（８types）Certificatecourse
Diplomas l-9orｌ２ｕｐｔｏｄｅｇｒｅｅ ｌ－４ＲＣ－ｎｏｎｅＧｔｙｐｅｓ） Ｐ－２ｙｒｓ・
ＬｉｃｅｎｃｅｏｒａｌｌｕｐｔｏｄｅｇｒｅｅＵｎｉｖ、ｔｒａｉｎｉｎｇnoneCertificate determinestype
Certificatealluptodegree l-2２(８classes）
Certificate l-10orl2uptodegree 1－６２(７classes）
LicenceallJuniorMatriCnonel-7Gradesl-7
２yrstraining
2-4yrs・teaching
A1berta degreeand2yrs・
teaching
Saskatche
wan
ManitOba
ＢＡ､ｏｒＢＥｄ・and
teachereduc.（Max.）
Ｕｐｔｏｄｅｇｒｅｅａｎｄ
２yrsteaching
Certificateand
２years
ditto
Ontario
Quebec
RC＆P
New
Brunswick
NovaScotia
Ｕｐｔｏｄｅｇｒｅｅ，
Ｉｏｒ２ｙｒｓ
Ｄｅｐｅｎｄｓｏｎｕｎｉｖ，
training
JuniorMatric
andl-8yrs・
JuniorMatric
anduptoMasters
JuniorMatric・ａｎｄ
ｕｐｔｏＰｈＤ・ｏｒ２
Ｍａｓｔｅｒｓ
ＲＥ.I．
Newfound
land
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⑥現在の地学教育の検討
力ナダのように，地下資源に恵まれた国で
は，地質学が低く評価されてはならない。この
国で，中等教育の地学について改善すべき点と
して，
①地学教育を必修にすべきである。
②Physicalgeologyを含めて教えるべきで
ある。
③地域の自然史を教えるべきである。
といわれている。
現在，多くの中学校，殊に高校クラスの学年
においては，地学は選択になっているためと，
その授業内容一教室の中だけで，地学を教えよ
うとする無謀さ－とによって，理科系の生徒で
さえ，地学を受講しないのがいる。地学をも含
めた教育を通じて，将来の完成された社会人と
しての地位・教養が身につくのであり，中には
専門として，または趣味として，地学を選ぶ者
さえでている現状をも考慮するならば，この国
の地下資源を教材として取り扱う地学教育は，
この国では必修にすることが望ましい，という
のである。HlYNE,Ｎ・（1972）は''Themajor
roleoftllese（geologicaDcoursesisto
imparttothestudentanawarenessofhow
fascinatingastudyofthenaturalworldcan
be."と述べている。
教師の最大の仕事は，生徒を刺激し，奮い立
たせることにある。生徒をとりまく自然の偉大
さ，豊かさにすさまじいまでの畏敬の念を与え
ることが大切である。生徒に，興味をもたせる
ことが学習の第一歩である。興味をもって学習
する生徒が吸収し，記憶し，理解する情報の量
には際限がない。．
また，現在の中等教育の中で，試験のもつ弊
害を除く必要がある，といわれている。大規模
なｔｅｓｔは，時として記憶testに落ち入り，理
解力の発達程度のcheckは無視され,mickey
mouse的な，記'億練習の能力だけがｔｅｓｔされ
るような無意味な成績はない方が良い。
testは,上生徒を打つ鞭であってはならない。
暗夜にきらめく，真実のありかを示す燈台でな
くてはならず，教師の直接的な教授の根拠を与
えるものとして用いられるべきである。
，'AbasicChangethatshouldbemade
inthepresentstandardhigh-schoolmethod
istheremovaloftheconstantpressureof
examinatinsandfearoffailurethatsooften
destroysratherthanstimulatesdrive・
Large-scaleexaminationsShouldbeabolished，
asthesubjectisnotbasicallyacumulative
oneattheintroductorystage・Memorization
testsshouldbeabolishedasuselessand
foolishandindicatingatrueprioritynotof
developingunderstandingbutofproducinga
meaninglessgradeindicativeonlyofability
toperfOrm”mickeyMouse，'mentalretention
exercises・ＴｅｓｔｓＳｈｏｕｌｄｂｅｕｓｅｄｔｏｍｅasure
thestudents，graspoftheconceptsandas
thebasisofimmediateindividualtutoringby
theteaCher，ｎｏｔａｓａｃｌＵｂｔｏｂｅａｔｓｔｕｄｅｎｔｓ
ｗｉｔｈ・
Anotherimportantprincipleistheｅｌｉｍ‐
inationoftheg"Cssi"９－９α”ｅＺｅｓメｔｈａｔｉｓ
ｓｐｒｕｎｇｏｎｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔＷｈｅｎｈｅarrivesto
writeandisgivenaridiculouslyShorｔａｍｏｕｎｔ
ｏｆｔｉｍｅｔｏａｎｓｗｅｒ、Thisisjustanother
sourceofunjustifiablepressureonthe
studenLOnanytest，thestudentshouldbe
allowedtoconsiderthequestion，organize
histhoughts，discussitwithothers,ｃｈｅｃｋ
ｆａｃｔｓａｎｄｓｏｂｅａｂｌｅｔｏｓｈｏｗｗｈａtheis
reallycapableof，'(afterPAYNE,Ｎ・’1972）
ところで，地学教育を興味のあるものとして
生徒に教えるための方策の１つに，米国やオー
ストラリアでやられているような野外旅行を実
施することである，とPAYNE,Ｎ、はいってい
る。
すなわち，”Thereareseveralotllerthings
thaｔｃａｎｂｅｄｏｎｅｔｏｍａｋｅｔｈｅｃｏｕｒｓｅｗｏｒｔｈ
while・ProbablytllemosteffectiveteChnique
isthefrequentuseofwellplannedfieldtrips
toexposethestudenttogeologicalfeatures
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－adrumlinmeansverylittletoastudent
untilhehasstoodontopofone（"theyreally
doexist1)．Nearbyuniversityprofessors
andmembersoflocalrockandmineralclubs
areinvaluableresourcepeopleforChoosing
placestovisit．ThisgiveslatimdefOr
cγeα物Ｂｉ"q"ｊがａｎｄｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａ
ｚＭＺｅγα"ｇｃ⑰sbiJJs.，，
そして，生徒をして，このような創造性と技
能を高めさせるためにも，教師自身が勉強しな
くてはならず，，'Byfarthemostimportant
ingredientisateacherwhoispersonally
mterested-enthusiasmiscontagious."，で
ある。
中等教育の地学において，実習旅行，見学を
行なうに当たって，カナダでは，最近，非常に
便利なことがある。それは，先にも述べたよう
に，カナダは，世界有数の地下資源に富む国で
ある。したがって，この国には，各所に鉱山・
製練所・加工場などがあって，地学の実習・観
察に便利であるの承ならず，これらの会社は，
映画，パンフレットを取り揃え，しかも，これ
らの内容が低学年にも理解できるようにしてあ
る。このような会社の地学教育への積極性は，
とうてい日本では見ることもできないことであ
る。日本では，精を，大学の地質学科の学生ぐ
らいに見せられる程度であって，初等～中等教
育までは開放されていない。
カナダでは，地学の授業時間に，これらの会
社へ見学に行くの承ならず，日本で行なってい
る修学旅行ででも，鉱山や製練所を見学してい
る。日本の修学旅行といえば，京都～奈良，ま
たは東京というように，歴史・人文地理関係の
ものが内容的にもりこまれているが，今後ば，
カナダのように，地学関係，生物関係のような
自然環境に密接した教科をも，旅行の中に取り
入れられれば，修学旅行の意義も大いに挙るで
あろう。しかし，このためには，学校・教師が
こういうprojectに積極的であるべきことは勿
論，これらの生徒を受け入れてくれる会社側に
も，より以上の理解が欲しい屯のである。
カナダでは，また，野外実習と同じくらいの
weightで，museumを利用するようにしてい
る。STEVENSON，ＬＳ．（1972）によれば，
……theγeaJZ腕"９，ａｓｓｅｅｎｌｎａｍｕｓｅｕｍ，DD
carriesagreaterirnpactandelicitsastronger
responsefromtllelearner、Ｔｈｅγcαノノルガ"g
willbestudiedwithlongandconcentrated
interest，Whilethecopy，howeverfaithful，
willbequicklypassedbyandcharacterized
asa巾ｂｅ.”，'Thestimulationofgoingtoan
outsidemuseum,awayfromtheusualschool
buildingandroutine，rewardstheteaCherfor
thetimeandenergyittakestoorganize
suchavisit.”
museumは，幼稚園教育から成人教育まで，
あらゆる１evelの人達に，地学教育を行なうに
便利な所であり，学習者と教師の差別なく，両
方の人達に役立つ所ででもある。多くの教育機
関一学校・公民館など－ては，めったに見るこ
とのできない教材一恐竜，岩石，鉱物一を系統
的に見ることができる。
以上のようなカナダにおける地学教育の現状
を検討すると，世界的にゑて，この国の地学教
育は，若干の問題点はあるにせよ，かなり進ん
でおり，日本などとは，質的な相違がかなりあ
るようである。
７日本における地学教育の現状
日本での地学教育は，小学校第１学年（単元
太陽は地面を明るくし，暖める）より高等学校
に至るまで実施されている。そして，多くの大
学では，一般教養部においても，地学教育を選
択できるようになっていて，若干の問題はある
にせよ，世界的にふて，日本の地学教育は，よ
く整っており，１evelの高い方であろう。
（１）小学校における地学教育
第二次世界大戦時までは，第４学年～第６学
年に理科が必修科目としてあり，自然地理的な
単元一山・川・海・火山一と鉱物が教材として
取扱われていた。戦後の学制改革後，第１学年
（６才児）から地学教材が盛り込まれている。
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小学校での地学教育は，低学年で，気象（太陽
との関係），中学年で星の運動と流水の働き，
高学年になると，太陽を中心とした星の運動や
地球の運動等が取扱われている。概して，児童
・生徒の身の周りのことに関しての地学教材が
中心になっている。ところで，小学校での理科
は３区分一①生物と環境，②物質とエネルギ，
③地球と宇宙一されている。地学はこの中の第
３区分に当たっている。
（２）中学校における地学教育
第二次世界大戦までは，地学は，博物とし
て，岩石・鉱物・地質学が中学校(旧制中学校）
第４～５学年で教えられていた。学制改革によ
り，現在は，第１学年（12才）～第３学年（１４
才）に，理科の中の－部として教えられてい
る。
中学理科は２つの分野に分けられている。す
なわち，第一分野の物質・変化・運動・エネル
ギーと第二分野の地球・宇宙・生物がそれであ
る。これらはすべて必修である。
地学の教材単元としては，①地球をとりまく
宇宙，②大気と水の循環，③流水の機能と地層
の形成，④地殻の変化と地史，⑤自然のバラン
スと保護の５つに分けられている。
⑥高等学校における地学教育
高校理科は，全部で９課程に細分されてい
る。すなわち，basicpartは基礎理科，地学
Ｉ，物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉの５coursesに，
advancedｐａｒｔは地学Ｈ，物理Ｉ，化学Ｉ，
生物Ｉの４coursesである。生徒達は，これら
９coursesの中から数科目と単位を修得する必
要がある。
高校理科の指導要領によると，地学教育には
時間・空間・運動・物質・エネルギー・均衡・
進化の７つの概念が含まれている。これらは，
単元内容によって区分されていて，①宇宙にお
ける地球の環境，②地球の変化とエネルギー，
③地球と宇宙の進化，となっている。高校で
は，①と②を地学Ｉで，③を地学Ｉで取り扱う
のを主体としている。地学Ｈは，③天体として
の地球，⑤地球の大気，⑥固い地球の３項目
より構成されている。
（４）初等・中等教育の地学教師の養成
日本では，小学校の教師は８教科すぺてを教
えることのできるように養成されている。中学
校の教師は理科全般が教えられるように養成さ
れている。そして，高校教師は，免許状では理
科であるから，理科の４coursesが教えられる
筈であるが，現状は，４coursesに分かれて，
それぞれを分担している。
小学校の教師は，各県にある教員養成大学
（学部）の小学校課程で養成され，地学も理科
の－分門として，数単位履修できるようになっ
ている。ここでの地学教育は，地学全般に亘っ
ており，その教室の事情により，専門教官のお
らない場合でも，非常勤講師によってまかなわ
れている。小学校課程をもつ多くの大学(学部）
では，気象学・天文学・海洋学の専任教官がい
ないが，講義は行なわれている。
中学校の教師は，教員養成大学（学部）の中
学校課程で養成され，地学教育については，１０
～20単位が課せられている。この課程の学生の
殆んどは，高校の理科教師の免許状も得ている
のが実情である。
高校の教師は，教員養成大学（学部）の理科
特設科および中学校課程，理学部の地学関係の
教室（地質学教室，鉱物学教室，天文学教室，
気象学教室，海洋学教室，地球物理学教室な
ど）において養成されている。地学教育の内容
から承ると，教員養成大学（学部）の方の教育
が，地学全般を教えていて，理学部出身者より
も，curriculumの内容だけからみると，確か
に良い。というのは，理学部には，実質的に，
地学教室に値するものは全くない。高校での地
学教育の内容（例えば，天文学，地質学……）
に当たる教室departmentはあり，そこに所属
する学生は，当然のことながらＬその教室の講
義は履習していても，地学の中に含まれている
ところの他の教室の講義を履習していないこと
が多い。すなわち，理学部における研究・教育
制度の構成は，高校の地学教師の養成には，あ
まりにも専門化されすぎている。換言すれば，
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理学部出身の高校教師は彼らの学生時代に，高
校地学の範囲を全て学ぶことなく教師になって
いるために，いろいろの問題がおこっている。
⑤日本における地学教育の問題点
すでに，世界の主な国々のpre-universityで
の地学教育について述べ，日本との比較を若干
述ぺたが，ここでは，総括的に述べよう。
①小学校での地学教育の問題点
第１学年から地学教育をやることは，それな
りの意義がある，と思われるが，小学校低学
年，殊に，第１～２学年においては，理科・社
会・国語などと，教科ごとに別けて教えるより
も，例えば，，'児童の身の周りの出来事''の中
の１つとして取り扱い場合によっては，遊び
即学習というような幅広い考え，取り扱い方の
中で，自然に，地学的内容のことを学ばせる方
が良い，と思われる。したがって，地学・物理
……というような別け方は望ましくなく，国語
の教材として，最初はでてきても，時には理科
となり，あるいは社会科になっても良いのでは
ないか，と考える。
次に，小学校の理科全般にいえることである
が，余り沢山のこと左教材の中に盛り込まず，
内容は必要最少限に止どめ，その代り，時間的
余裕をもって，自然に親しませ，実験をやらせ
ながら，学習させてはどうだろうか。つまり，
小学校では，地学の知識の量は，必要最少限に
止めて，理科的，地学的物の考え方；自然を教
材として，合理的な物の見方，考え方やそのよ
うな練習をさせ，身につげさせる方が，より大
切なのではなかろうか。恐らく現在の小学校で
も，筆者が上に述べたような考え方でなされて
いるのかもしれないが，現実には，教えるべき
単元が多すぎて，とても，こういう教え方はで
きていない，と判断される。その意味で，筆者
は，教えるべき単元を少なくするように，とい
うことを提示したい。同じ単元内容を，繰り返
えし，繰り返えし教えることによって，理科的
物の見方，考え方，論理の進め方を児童や生徒
に教え込ませようとする努力は，正に机上プラ
ンに終っている，というのが筆者の経験であり，
また，実感でもある。
それでは，地学教育において，小学校で教え
る必要最少限のこととしてはどんな単元がある
であろうか。筆者の意見としては，例えば，方
位，山と川，天気，星といったものである。児
童の毎日の生活，身の周りにあって，かつ地学
の本質にせまるものに素材を求めたい。
教える時には，すべて，実物教育，実験・実
習を主体としたものであってほしい。そのため
には，理科の時間を充分確保できるほどに，単
元を少なくし，整理することが重要なことであ
る。
また，こういう理科の教育法をとろうとする
ならば，必然的に，教師への負担が大きくなる
ので，このためにも，低学年を除いて，理科専
任の教師と実験助手が必要てある。こういう一
部教師の専任制は，現在の教師が大学時代に，
８教科の各研究室一例えば，地学研究室，生物
研究室，……－に別かれて卒業論文を書いた経
験からして，可能なことである。
また，地学に関しては，視聴覚器具乏充分に
利用すべきである，と思われる。
②中学校・高校での地学教育の問題点
小学校から高校までの理科の関係をふると，
指導内容の無意味な重複が余りにも多すぎる。
また，小・中・高等庁学校の各段階ごとに，自然
の事象をひととおり教えようとする意識が強く
働くために，児童や生徒の程度を越えた単元内
容になることがある。小学校と中学校が義務教
育であるから，一般社会人としての最少限の理
科的内容を，中学第３学年までに終るように，
両方に一貫性をもたせてはどうであろうか。
現中学校での地学の教材内容は，小学校で一
度学習してきたことを，更に，もう一度学習さ
せていることが多い。繰り返えし学習させるこ
との本質的な意義は充分生かされず，その弊害
だけが残っている，という感じである。
次に，中学校・高校共に，理科の実験と実習
が殆んどない，ということは最も愛うべきこと
の１つでもある。これは，世界的な現象ででも
あるが，高校あるいは大学の入試制度に問題が
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高校理科の昭和31年度の改訂によって，理科
４科目から２科目以上を選択履修することにな
ったが，その規程に基づく，昭和33年の履修状
況は，おおよそ次表の通りである。
あるからだといって責任の転化をすべきではな
い。こういう入試制度そのものに問題があるこ
とも理解できるが，中学校・高校の理科教育そ
れ自体の，内部的にも大きな問題のあることを
指適しておきたい。場合によっては，それは中
学校・高校という学校での教育のあり方自身の
問題であるかもしれない。
例えば，高校の理科（地学）の指導要領をふ
ると，地学教育の目標として，「地学的な事象
を実験・観察などを通して考察し，処理する能
力と態度を養う」，とあるが，地学的事象の観
察をfieldで行なうことが最適であることは，
筆者が述べるまでもなく，すでに述べてきた世
界各国の地学の関係者も述べているところであ
る。しかし，現在の学校の管理体制において
は，fieIdての全責任は引卒教官が負わねばな
らず，また１学級，約40人余りの生徒のための
バスなどの整備がなされておらない現状におい
ては，指導要領に盛られている目標は，正に死
文化している，といわねばならない。早急に，
これらを整備し，安全の名のもとで，fieldで
の生きたdynamicな地学教育の行なわれるこ
とを望みたい。
第３番目には，高校に，地学の専任教師の配
属を期すことである。物理や生物の教師が，か
けもちで地学を教えようなどということは，
driverの無免許運転以外のなに物でもない。大
きい普通高校には，地学の専任教師がいるが，
やや小さい中級規模以下の高校になると，殆ん
ど配置されていない。また，このことを良いこ
とにして，本来，開講し，生徒に自由な選択を
許すべきはずなのに，最初から，生徒の選択権
を無視し，最悪の場合には，大学の受験科目に
すりかえるという，おおよそ，教育機関とし
て，また，教師としてある主じぎ行為を行なっ
ているに至っては，また，何をかいわんやであ
る。この事に関連していえば，高校ては，地学
Ｉ，物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉのいわゆるbasic
coursesは必修にすべきである。そして，
advancedcourse（各１）を選択にするのが望
ましい。
表１２
高等学校理科の昭和33年度の履修状況
５単位
で履修
した者
３単位
で履修
した者
履修者の
合計科目名｜騨髻
物理’２５%’２８%’４７%’７５％
化学’３１１８１７９ 9７
生物’３１１３１８４ 9７
地学’８５１８１７ 1５
（文部省：高等学校学習指導要領解説，1961）
この表だけをふると，地学履修者の割合の低
いのが目立つが，それぞれの学校について詳細
に調査すると，地学教師の有無に原因がある。
地学の専任教師の居る学校では，100％に近い
生徒が地学を履修しており，地学教師のおらな
い学校では，最初から地学が開講されないので
あるから，０％である。
地学は，理科の他の３学科と違って，戦後で
きた科目であるために，地学専任の教師が不足
していたこと，それに反して，他の３科目の教
師が生徒数に比して多かったことなども，地学
専任の教師を配置できなかった理由の１つとも
なっている。
最近における科学技術の進歩は，自然科学の
分化をうながしている反面，それら分化された
ものの相互の関連を密にしつつあり，科学技術
に直接たずさわる人々に，深く広い教養をもつ
べく要求するの糸ならず，社会のすべての人々
が広い自然科学的な教養をもつべきことを期待
しているのである。
自然科学的教養は，将来，科学者や技術者に
なる者だけに要求されるものではなくて，すべ
ての人戈に必要なのである。その教養の内容
は，高等学校の段階では，進路のいかんを問わ
ず，物理，化学，生物，地学にわたって，基本
的な事項を学習することが必要である。以上の
藤：世界各国における地学教育の現状と日本のそれとの比較検討 7５
ような意味においても,現行の地学Ｉを含めて，
basiccoursesをすべて必修とすべきである。
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